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後部尿道ポリープ（Ectopic Prostatic Tissue）の2例
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TWO CASES OF BENIGN POLYPS OF THE POSTERIOR
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  We report two cases of benign polyps of the posterior urethra． Their first symptoms were gross

hematuria and urinary frequency． Both specimens obtained by transurethral resection were histo－

logically identified as prostatic tissue． Disscussion on benign polyps of the posterior urethra as

ectopic prostatic tissue was done with review of literature．

                              （Acta Urol． Jpn． 36： 717－720， 1990）
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緒 言

 後部尿道に発生するポリープのうち，前立腺上皮由

来のものを，Nesbitは，異所性前立腺組織と命名し，

報告している1）．本症は比較的まれな疾患と考えられ

るが，男子の原因不明の血尿や血精液症の原因として

考慮すべき疾患の一つと考えられる．今回われわれは

精丘付近に認められた後部尿道ポリープ（異所性前立

腺組織）の2例を経験したので文献的考察を加えて報

告する，

症

症例1

患者160歳，男性

主訴：肉眼的血尿

例

 既往歴・家族歴：特記すべきことなし

 現病歴：1987年3月中旬，性交を行った翌朝にだけ

見られる肉眼的血尿に気づいたが，放置していた．4

月に入り再び同様の症状が出現したため当科を受診し

た．排尿困難，排尿時痛および血精液症は認めなかっ

た．

 現症＝外性器に異常みとめず，前立腺も触診上異常

なし，

 検査成績；検尿；pH 6・2，蛋白（一），糖（一），潜

血（十），ウPビリノーゲン（一），RBC lO～151hpf，

WBC O～1／hpf，尿細胞診：class L末梢血液・血清

生化学的検査；異常なし．IVP；異常なし．膀胱尿道

鏡検査では膀胱内に異常は見られなかったが，後部尿

道の精丘から中枢側に大豆大，広基性，半球状の腫瘍

を認めた（Fig．1）．

 以上の所見より前立面部尿道に発生した尿道ポリー

プと診断し，入院の上1987年・1月15日腰麻下に経尿道

的切除術（以後TUR）をおこなった．

 病理組織所見：腫瘍表面に重層性に肥厚した移行上

皮を認め，内部には平滑筋を多く含む結合組織に高円

柱上皮を有するhyperplasticな腺管が乳頭状の増殖

をしていた．典型的な前立腺組織と診断された（Fig．
2）．

 経過：術後4日で退院，以後血尿は認められず，再

発もきたしていない．

 症例2

 患者：53歳，男性

 主訴：頻尿

 既往歴・家族歴：特記すべきことなし
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Fig． 1． Cystourethroscopic finding of case 1．

    A small， broad－based hemispheric tumor
    is caught in sight at the slightly distal

    site of vermontanum．

Fig． 3． Cystourethroscopic finding of Case 2．

    There is a small， broad based hemi－
    spheric tumor in the same site as in

    Case 1． lts surface is rougher than
    that in Case 1．

Fig． 2． Histological finding of Case 1． There
    are some ducts into which the tall

    columnar epithelia grow papillately．
    This is identified as a prostatic gland．

    HE ×100．

 現病歴：1987年10月中旬より頻尿に気づいたため当

科を受診した．頻尿は間欠性で排尿困難や排尿時痛は

認めなかった．初診時の検尿では，顕微鏡的血尿およ

び膿尿は認めなかった．前立腺は触診上異常は認め

ず，IVPでも異常所見を認めなかった．症状が一時

軽快したため，外来にて経過観察を行っていた．1987

年12月に再び同様の頻尿が強くなったため，膀胱尿道

鏡検査を行ったところ，後部尿道の精丘から中枢側に

症例1と同様に大豆大，広基性，半球状の腫瘍を認

め，後部尿道ポリープと診断した（Fig．3）．

 入院時検査成績：検尿；pH 6．7，蛋白（一），糖

（一），潜血（一），ウロビリノーゲン（一），RBC 2

～3／hpf， wBc o～1／hpf，尿細胞診；class l・末潜血

液・血清生化学的検査；異常なし．

 治療経過＝1987年12月17日腰麻下にTURを施行

した，患者は術後2日間退院，頻尿は消失した．再発

．凝

｛…蠣1

Fig． 4． Histology of Case 2． Histological find－

    ings are similar to those obtained in

    Case 1． HE ×100．

は認めていない．

 病理組織所見＝移行上皮に覆われた腫瘍内に円柱上

皮を有する腺管があり，典型的な前立腺組織であった

（Fig． 4）．

考 察

 男子尿道の良性腫瘍は，1973年にMostofi and

Price2）の唱えたAFIP分類によると，病理組織学

的に，transitional epitheliumの3型とcolumnar

epitheliumの1型およびsquamous epitheliumの

1型に分類されている．本症例はこのうちadenoma－

tous polyps with prostatic type epitheliumにあ

たると思われる．一方，本疾患の最初の報告は，1913

年にRando113）によって男子尿道ポリープに腺胞を

有するものとして行われている．その後NesbitDが

同様のポリープに酸ホスファターゼ染色を施し，ポリ

ープ内の円柱上皮細胞中に酸ホスファターゼ穎粒が存
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在することを見い出し，これが前立腺上皮由来である

と証明した．さらにこの尿道ポリープは，本来尿道粘

膜下で発達すべき前立腺組織が，Lewsley4）の分類し

た胎生期の前立腺7部分以外である尿道腔に突出しな

がら発達していることにより ectopic prosta｛ic

tissueとして認識されるようになった．しかも，単に

異所性前立腺という場合，本来の前立腺部以外のみな

らずこれまで数例報告されている膀胱内や尿路外に発

生したものも含まれている．したがって本疾患は男子

尿道ポリープと異所性前立腺という2つの概念が重な

ったものと言うことができる，

 原因としてはNesbitが唱えた，胎生期の発生過程

で尿道町内に陥入しながら発達すべき前立腺組織が尿

道腔内に迷入しつつ発達したという説と，Remick5）

の移行上皮のmetaplasiaによるという説が主である

が，ポリープ内に前立腺以外の組織の存在を報告した

Table l．本邦における後部尿道ポリープ（異所性

    前立腺）報告例
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ものはなく，前者の説が有力視されている．

 Butterickら6）が1971翁こまとめた報告によれば，

症状は73例中65例が血尿で，そのうち46例（63％）が

肉眼的血尿，23例（32％）が顕微面的血尿であったが，

血精液症や排尿障害もみられることがある．発症年齢

は，13歳から63歳（平均31歳）である．本邦にもこれ

までに文献上46例の報告7－19）があり （Table l），年

齢は12～82歳，平均44．4歳，症状は血尿が多く31例

（67．3％）で，そのうち25例（54．3％）が肉眼的血尿，

6例（13％）が顕微鏡的血尿であった．その聖血精液

症，排尿困難もみられたが，症例2のような頻尿を主

症状とするものはまれである、発生場所は精丘付近

が大半で，多発することもある．治療はTURで全

治しうるが，再発例。・12・14）も報告されているので術後

十分な経過観察が必要である．

 泌尿器科外来でかなり多く見られる原因不明の血尿

には，本症を疑い積極的に内視鏡検査をおこなうべき

ものと思われた．
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 後部尿道ポリープの2例を報告し文献的考察をおこ

なつ．た．

 尚．本論文の要旨は第157回日本泌尿器科学会東海地方会

1にて発表した．
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